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研究テーマ（留学目的）の説明 （助成決定時のテーマ。文責は本人）  

 

本研究は、ポル・ポト政権崩壊（1979 年）以降のカンボジアの「村落」（クムおよびプム）における、行政の実態とそ

の変容を明らかにするとともに、そこで展開される政治力学の構造を解明することを目的とする。具体的には、

1979 年から現在に至るまで大半の地域で地方行政を支配している人民党の地方組織に着目し、後述する条件の

異なる３ヵ所の村落において、人民党組織の浸透状況と構造、機能などに関する詳細な聞き取り調査および文献

収集を行なう。また、1993 年の体制移行を経て、制度上だけでなく実際に村落レベルにおける人民党の一元的な

支配という権力構造に、どのような変化が生じたのかという点も併せて考察する。 

 

カンボジアの地方行政機構は、「カエット（州）――スロック（郡）――クム（集合村）」および「クロン（特別市）――カ

ン（区）――サンカット（町）」によって構成されている。これはフランス植民地期に整備された制度で、ポル・ポト政

権期（1975～79 年）を除けば現在に至るまで存続している。地方行政上の正式な組織ではないが、クムの下には

「プム」と呼ばれる自然村的な集落があり、これがカンボジア人の最小の生活圏である。なお、本研究でいう「村

落」とはクムおよびプムを指す。 

 

本研究は次の２つの内容から成る。第１は、人民革命党政権期（1979～91 年）の村落レベルにおける人民革命委

員会と人民革命党支部の浸透状況、構造、機能および相互関連性を解明することである。憲法上、前者は政府に

よって設置される村落行政の執行機関であり、後者とは明確に区別される。しかし実際には、後者しか存在しない

地域や両者が併設された地域もあったという。1980 年代のカンボジアは内戦下にあったため、国内で調査研究活

動を実施することは困難であった。そのため、当時の村落における行政の実態は未だに不明瞭な部分が多い。

1990年代に入り、パリ和平協定(91年)とUNTACの主導による制憲議会選挙（93年）を経て、新憲法が制定された。

現行憲法は地方自治に関する規定を持たず、地方行政は大臣会議令などの諸法令によって定められている。人

民党の一元的な支配体制は中央レベルにおいては崩壊したが、地方行政に関しては、現在に至るまで同党が８

割を抑えているといわれる。したがって第２の研究内容は、体制移行に伴う村落レベルでの人民党組織の変容を

追いながら、同党がいかにして他政党に対して優位を保っているのかを明らかにするため、村落レベルにおける

権力構造の分析を行なう。  

 




















